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【理念・目標】

建学の理念
知育・徳育・体育 三位一体による医療人としての全人格の完成

本学の教育理念
生命の尊重と個人の尊厳を基本として、保健と医療と福祉の連携・統合をめざす創造的な教育
を推進し、確かな知識・技術と幅広く深い教養を身につけた人間性豊かな専門職業人を養成す
ることによって、地域社会ならびに国際社会に貢献することを北海道医療大学の教育理念とす
る。

本学の教育目標
１．幅広く深い教養と豊かな人間性の涵養
２．確かな専門の知識および技術の修得
３．自主性・創造性および協調性の確立
４．地域社会ならびに国際社会への貢献

リハビリテーション科学部理学療法学科教育理念
本学の教育理念を基本として、最先端の科学的知識を有するリハビリテーション専門職の養成
を図る教育を推進する。科学的専門知識の開発および教授に留まらず、保健・医療・福祉の連
携と統合を意識した、包括的な視点を有する専門職業人としての理学療法士を養成することに
より、人々の健康、地域社会ならびに人類の幸福に貢献することをリハビリテーション科学部
理学療法学科の教育理念とする。

リハビリテーション科学部理学療法学科教育目的
リハビリテーション科学部理学療法学科の教育理念に沿って、豊かな人間性と確固たる職業倫
理観を身につけ、人々の健康と保健・福祉の向上に寄与するとともに、人々が暮らす生活に根
差した地域的および国際的視野から医療の向上に貢献できるリハビリテーションのコアスタッ
フとしての理学療法士の養成を本学科の教育目的とする。

リハビリテーション科学部理学療法学科教育目標
１．理学療法士に求められる幅広い教養、豊かな感性、高い倫理観とコミュニケーション能力
の養成

２．科学的根拠に基づく理学療法科学の専門知識と技術の修得
３．保健・医療・福祉分野における多職種連携の理解と、理学療法士として主体的に専門技術
を提供できる能力の涵養

４．社会の変化や科学技術の進展に合わせた持続する自己研鑽力の確立
５．地域社会ならびに国際社会で活躍できる能力の涵養
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リハビリテーション科学部作業療法学科教育理念
本学の教育理念を基本として、最先端の科学的知識を有するリハビリテーション専門職の養成
を図る教育を推進する。科学的専門知識の開発および教授に留まらず、保健・医療・福祉の連
携と統合を意識した、包括的な視点を有する専門職業人としての作業療法士を養成することに
より、人々の健康、地域社会ならびに人類の幸福に貢献することをリハビリテーション科学部
作業療法学科の教育理念とする。

リハビリテーション科学部作業療法学科教育目的
リハビリテーション科学部作業療法学科の教育理念に沿って、豊かな人間性と確固たる職業倫
理観を身につけ、人々の健康と保健・福祉の向上に寄与するとともに、人々が暮らす生活に根
差した地域的および国際的視野から医療の向上に貢献できるリハビリテーションのコアスタッ
フとしての作業療法士の養成を本学科の教育目的とする。

リハビリテーション科学部作業療法学科教育目標
１．作業療法士に求められる幅広い教養、豊かな感性、高い倫理観とコミュニケーション能力
の養成

２．科学的根拠に基づく作業療法科学の専門知識と技術の修得
３．保健・医療・福祉分野における多職種連携の理解と、作業療法士として主体的に専門技術
を提供できる能力の涵養

４．社会の変化や科学技術の進展に合わせた持続する自己研鑽力の確立
５．地域社会ならびに国際社会で活躍できる能力の涵養

リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科教育理念
本学の教育理念を基本として、最先端の科学的知識を有するリハビリテーション専門職の育成
を図る教育を推進する。科学的専門知識の開発および教授に留まらず、保健・医療・福祉の連
携と統合を意識した、包括的な視点を有する専門職業人としての言語聴覚士を養成することに
より、人々の健康、地域社会ならびに人類の幸福に貢献することをリハビリテーション科学部
言語聴覚療法学科の教育理念とする。

リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科教育目的
リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科の教育理念に沿って、豊かな人間性と確固たる職
業倫理観を身につけ、人々の健康と保健・福祉に寄与するとともに、人々が暮らす生活に根差
した地域的および国際的視野から医療の向上に貢献できるリハビリテーションのコアスタッフ
としての言語聴覚士の養成を本学科の教育目的とする。

リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科教育目標
１．言語聴覚士に求められる幅広い教養、豊かな感性、高い倫理観とコミュニケーション能力
の養成

２．科学的根拠に基づく言語聴覚療法科学の専門知識と技術の修得
３．保健・医療・福祉分野における多職種連携の理解と、言語聴覚士として主体的に専門技術
を提供できる能力の涵養

４．社会の変化や科学技術の進展に合わせた持続する自己研鑽力の確立
５．地域社会ならびに国際社会で活躍できる能力の涵養
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【大学の三方針】

北海道医療大学三方針

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
北海道医療大学は、大学および各学部学科の教育理念・教育目的に基づいた教育目標の達成に
向けて、全学教育および専門教育科目を履修し、保健・医療・福祉の高度化・専門化に対応し
うる高い技術と知識、優れた判断力と教養を身につけ、各学部学科が定める履修上の要件を満
たした学生に対して「学士」の学位を授与します。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
北海道医療大学は、教育理念にある「保健と医療と福祉の連携・統合」を基本として、確かな
知識と技術、深い教養と豊かな人間性を持ち、広く社会に貢献できる専門職業人の養成に向け
た教育課程を編成します。すなわち、幅広く深い教養と豊かな人間性・自立性・創造性・協調
性の修得をめざす「全学教育科目」、および確かな専門知識と技術の修得をめざす各学部・学
科の「専門教育科目」を適切に組合せた学士課程教育を提供します。

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）
北海道医療大学は、「２１世紀の新しい健康科学の構築」を追究し、社会の要請と期待に応える
ため、豊かな人間性や協調性・創造性等に加えて、保健と医療と福祉に関して各学部学科の高
度な研究に裏打ちされた専門性の高い教育を行います。本学卒業には各学部学科の「学位授与
の方針」の要件を満たすこと、すなわち、全学共通基盤の知識・技術・態度が必要となるばか
りではなく高度な専門性の修得が要求されます。そのため、各学部学科では学位授与の方針の
要件をより効果的に達成しうる資質を持った人材を「入学者受入れの方針」として定めていま
す。

なお、上記の北海道医療大学の三方針（学位授与、教育課程編成・実施、入学者受入れの方
針）に基づいて各学部学科の三方針の詳細が定められています。

学修成果の評価の方針（アセスメント・ポリシー）
北海道医療大学は、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針
（カリキュラム・ポリシー）、入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、学
生の学修成果を評価し、さらに恒常的な教育改善に資するために学修成果に関する「アセスメ
ント・ポリシー」を定めます。入学時、在学時、卒業時の各段階で機関レベル（大学全体）、
教育課程レベル（学部・学科）、および授業科目レベルの三つのレベルにおいて各種指標の組
合せで学修成果を検証します。ただし、授業科目レベルについては各種指標の中からシラバス
に示す指標を用いて学修成果を評価します。
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【リハビリテーション科学部理学療法学科三方針】

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
リハビリテーション科学部理学療法学科の教育目標に基づき、卒業のために、以下の要件を満
たすことが求められる。
１．生命の尊厳と人権の尊重を基本とした幅広い教養、豊かな人間性、高い倫理観と優れたコ
ミュニケーション能力を身につけている。

２．最新のリハビリテーション科学を理解し、保健・医療・福祉をはじめとするさまざまな分
野において科学的根拠を有する専門技術を提供できる能力を身につけている。

３．理学療法士として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、障害の発生が
予測される人、さらにはそれらの人々が営む生活に対して、地域包括ケアの視点から適切に
対処できる実践的能力を身につけている。

４．関係職種と連携し、質の高いチーム医療の実践的能力を身につけている。
５．国際的および地域的視野を有するリハビリテーションの専門家として活躍できる能力を身
につけている。

６．社会の変化や科学技術の進歩に対応できるよう、常に専門領域の検証と、積極的な自己研
鑽および理学療法科学の開発を実践できる能力を身につけている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
リハビリテーション科学部理学療法学科の学位授与の方針に基づき、以下の方針のもとで教育
課程を編成・実施する。
１．リハビリテーション専門職としてふさわしい豊かな人間性の形成、コミュニケーション力
の向上を目的に、全学教育科目を１年次から３年次にわたって配当する。

２．１年次から２年次にかけては、科学的根拠に基づいた理学療法技術を実践するうえで理論
的基盤となる専門基礎科目を中心に配当する。

３．３年次以降は、多様な障害に対して適切な理学療法を実践するために必要な治療ならびに
支援技術を学ぶ科目を配当する。また、健康維持・増進の見地から、生活習慣病予防や介護
予防、スポーツ障害予防等に対応できる科目も配当する。

４．３年次から４年次にかけては、研究法や研究セミナーの科目を配当し、社会の変化や科学
技術の進展に合わせて、生涯にわたり自己研鑽していく態度を修得させる。

５．保健・医療・福祉の分野において、関係職種と連携するための協調的実践能力を養うため
に、多職種連携、地域連携に関する実践的な科目を配当する。

６．リハビリテーション専門職である理学療法士としての態度、資質、行動を育成するととも
に、学内教育で修得した知識と技術を統合させ、臨床実践能力を涵養するために、学外での
臨床実習を各学年で段階的に展開する。

７．各授業科目の学修成果は、シラバスに明示された学修目標に対する教員よりの評価および
学生アンケートなどの結果から達成状況を評価する。また、１年次における教養や基礎、２
年次における臨床への指向、３年次における各専門領域の学修、４年次での総合的実践的能
力の獲得といった各段階に応じた学修成果に加え、リハビリテーション科学部理学療法学科
所定の教育課程における卒業要件への達成状況を単位取得状況やGPAにより評価する。
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入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）
リハビリテーション科学部理学療法学科では、「学位授与の方針」の要件を修得し、社会の要
請と期待に応えて地域や人々の健康の向上に貢献できる理学療法専門職の養成を目標としてい
ます。そのため、以下のような資質を持った人材を広く求めます。
１．入学後の修学に必要な基礎学力＊を有している人
２．協調性や基礎的な思考力と表現力を有している人
３．生命を尊重し、他者を大切に思う心がある人
４．保健・医療・福祉に関心があり、理学療法士として地域社会ならびに人類の幸福に貢献す
るという強い目的意識を持っている人

５．生涯にわたって学習を継続し、探求心を持ち、自己を磨く意欲を持っている人

＊基礎学力とは

高等学校等で修得する英語、数学、国語を基盤とし、生体の構造や機能を理解するための生物、化学、物

理、および大学におけるリベラルアーツ教育の基盤となる社会系科目について１科目以上修得し身につけてい

る学力をさします。

【リハビリテーション科学部作業療法学科三方針】

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
リハビリテーション科学部作業療法学科の教育目標に基づき、卒業のために、以下の要件を満
たすことが求められる。
１．生命の尊厳と人権の尊重を基本とした幅広い教養、豊かな人間性、高い倫理観と優れたコ
ミュニケーション能力を身につけている。

２．最新のリハビリテーション科学を理解し、保健・医療・福祉をはじめとするさまざまな分
野において科学的根拠を有する専門技術を提供できる能力を身につけている。

３．作業療法士として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、障害の発生が
予測される人、さらにはそれらの人々が営む生活に対して、地域包括ケアの視点から適切に
対処できる実践的能力を身につけている。

４．関係職種と連携し、質の高いチーム医療の実践的能力を身につけている。
５．国際的および地域的視野を有するリハビリテーションの専門家として活躍できる能力を身
につけている。

６．社会の変化や科学技術の進歩に対応できるよう、常に専門領域の検証と、積極的な自己研
鑽および作業療法科学の開発を実践できる能力を身につけている。
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
リハビリテーション科学部作業療法学科の学位授与の方針に基づき、以下の方針のもとで教育
課程を編成・実施する。
１．リハビリテーション専門職としてふさわしい豊かな人間性の形成、コミュニケーション力
の向上を目的に、全学教育科目を１年次から３年次にわたって配当する。

２．１年次から２年次にかけては、科学的根拠に基づいた作業療法技術を実践するうえで理論
的基盤となる専門基礎科目を中心に配当する。

３．３年次以降は、多様な障害に対して適切な作業療法を実践するために必要な治療ならびに
支援技術を学ぶ科目を配当する。また、健康維持・増進の見地から、生活習慣病予防や介護
予防、職業復帰の見地から就業支援等に対応できる科目も配当する。

４．３年次から４年次にかけては、研究法や研究セミナーの科目を配当し、社会の変化や科学
技術の進展に合わせて、生涯にわたり自己研鑽していく態度を修得させる。

５．保健・医療・福祉の分野において、関係職種と連携するための協調的実践能力を養うため
に、多職種連携、地域連携に関する実践的な科目を配当する。

６．リハビリテーション専門職である作業療法士としての態度、資質、行動を育成するととも
に、学内教育で修得した知識と技術を統合させ、臨床実践能力を涵養するために、学外での
臨床実習を各学年で段階的に展開する。

７．各授業科目の学修成果は、シラバスに明示された学修目標に対する教員よりの評価および
学生アンケートなどの結果から達成状況を評価する。また、１年次における教養や基礎、２
年次における臨床への指向、３年次における各専門領域の学修、４年次での総合的実践的能
力の獲得といった各段階に応じた学修成果に加え、リハビリテーション科学部作業療法学科
所定の教育課程における卒業要件への達成状況を単位取得状況やGPAにより評価する。

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）
リハビリテーション科学部作業療法学科では、「学位授与の方針」の要件を修得し、社会の要
請と期待に応えて地域や人々の健康の向上に貢献できる作業療法専門職の養成を目標としてい
ます。そのため、以下のような資質を持った人材を広く求めます。
１．入学後の修学に必要な基礎学力＊を有している人
２．協調性や基礎的な思考力と表現力を有している人
３．生命を尊重し、他者を大切に思う心がある人
４．保健・医療・福祉に関心があり、作業療法士として地域社会ならびに人類の幸福に貢献す
るという強い目的意識を持っている人

５．生涯にわたって学習を継続し、探求心を持ち、自己を磨く意欲を持っている人

＊基礎学力とは

高等学校等で修得する英語、数学、国語を基盤とし、生体の構造や機能を理解するための生物、化学、物

理、および大学におけるリベラルアーツ教育の基盤となる社会系科目について１科目以上修得し身につけてい

る学力をさします。
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【リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科三方針】

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科教育目標に基づき、卒業のために、以下の要件を
満たすことが求められる。
１．生命の尊厳と人権の尊重を基本とした幅広い教養、豊かな人間性、高い倫理観と優れたコ
ミュニケーション能力を身につけている。

２．最新のリハビリテーション科学を理解し、保健・医療・福祉をはじめとするさまざまな分
野において科学的根拠を有する専門技術を提供できる能力を身につけている。

３．言語聴覚士として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、障害の発生が
予測される人、さらにはそれらの人々が営む生活に対して、地域包括ケアの視点から適切に
対処できる実践的能力を身につけている。

４．関係職種と連携し、質の高いチーム医療の実践的能力を身につけている。
５．国際的および地域的視野を有するリハビリテーションの専門家として活躍できる能力を身
につけている。

６．社会の変化や科学技術の進歩に対応できるよう、常に専門領域の検証と、積極的な自己研
鑽および言語聴覚療法科学の開発を実践できる能力を身につけている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科の学位授与の方針に基づき、以下の方針のもとで
教育課程を編成・実施する。
１．リハビリテーション専門職としてふさわしい豊かな人間性の形成、コミュニケーション力
の向上を目的に、全学教育科目を１年次から３年次にわたって配当する。

２．１年次から２年次にかけては、科学的根拠に基づいた言語聴覚療法技術を実践するうえで
理論的基盤となる専門基礎科目を中心に配当する。

３．３年次以降は、多様な障害に対して適切な言語聴覚療法を実践するために必要な治療なら
びに支援技術を学ぶ科目を配当する。また、健康維持・増進の見地から、生活習慣病予防や
介護予防、職業復帰の見地から就業支援等に対応できる科目も配当する。

４．３年次から４年次にかけては、研究法や研究セミナーの科目を配当し、社会の変化や科学
技術の進展に合わせて、生涯にわたり自己研鑽していく態度を修得させる。

５．保健・医療・福祉の分野において、関係職種と連携するための協調的実践能力を養うため
に、多職種連携、地域連携に関する実践的な科目を配当する。

６．リハビリテーション専門職である言語聴覚士としての態度、資質、行動を育成するととも
に、学内教育で修得した知識と技術を統合させ、臨床実践能力を涵養するために、学外での
臨床実習を各学年で段階的に展開する。

７．各授業科目の学修成果は、シラバスに明示された学修目標に対する教員よりの評価および
学生アンケートなどの結果から達成状況を評価する。また、１年次における教養や基礎、２
年次における臨床への指向、３年次における各専門領域の学修、４年次での総合的実践的能
力の獲得といった各段階に応じた学修成果に加え、リハビリテーション科学部言語聴覚療法
学科所定の教育課程における卒業要件への達成状況を単位取得状況やGPAにより評価する。
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入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）
リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科では、「学位授与の方針」の要件を修得し、社会
の要請と期待に応えて地域や人々の健康の向上に貢献できる言語聴覚療法専門職の養成を目標
としています。そのため、以下のような資質を持った人材を広く求めます。
１．入学後の修学に必要な基礎学力＊を有している人
２．協調性や基礎的な思考力と表現力を有している人
３．生命を尊重し、他者を大切に思う心がある人
４．保健・医療・福祉に関心があり、言語聴覚士として地域社会ならびに人類の幸福に貢献す
るという強い目的意識を持っている人

５．生涯にわたって学習を継続し、探求心を持ち、自己を磨く意欲を持っている人

＊基礎学力とは

高等学校等で修得する英語、数学、国語を基盤とし、生体の構造や機能を理解するための生物、化学、物

理、および大学におけるリベラルアーツ教育の基盤となる社会系科目について１科目以上修得し身につけてい

る学力をさします。
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は、休日（祝祭日・振替休日等含む）

は、夏期・冬期大学休業日

は、授業期間

は、試験期間

日 月 火 水 木 金 土
第１学年

関連行事
理学療法学科 作業療法学科 言語聴覚療法学科

４

１ ２ ３ ４ ・新入生オリエンテーション：４／７－１０ ・宿泊オリエンテーション ４／９－１０
５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ ・教科書販売：４／７－ ・入学式 ４／１１
１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ ・入学式：４／１１
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ・前期授業開始：４／１３－ ・健康診断 ４／２３－５／１
２６ ２７ ◇２８２９ ３０ ◇４／２８（火）：水曜日科目開講日

５

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ ・交通安全講習会（春） ５／１５
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ・防火訓練 ５／２１
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
３１

６

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・九十九祭 ６／２０－２１
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ＊振替休講日（九十九祭） ６／２２
２８ ２９ ３０

７

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５
２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

８

１ ・前期授業終了：８／４
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ・夏期休業：８／５－２３ ・海外語学研修 ８／８－２２
９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ ・臨床実習Ⅰ（８／３－７） ・大学夏期休業 ８／１３－１６
１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ・前期定期試験：８／２４－９／４
３０ ３１

９

１ ２ ３ ４ ５ ・後期ガイダンス：９／４
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ ・後期授業開始：９／７－
１３ １４ １５ ◇１６１７ １８ １９ ◇９／１６（水）：月曜日科目開講日 ・防災訓練 ９／１７
２０ ２１ ２２ ２３ ◇２４２５ ２６ ◇９／２４（木）：火曜日科目開講日
２７ ２８ ２９ ３０

１０

１ ２ ３ ＊開学記念日 １０／１０
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ・臨床実習Ⅰ（１０／１２） ＊当別キャンパス全館停電 １０／１１
１１ １２ １３ １４ １５ ◇１６１７ ◇１０／１６（金）：月曜日科目開講日 ＊振替休講日（開学記念日） １０／１２
１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ・ＡＯ入試
２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・地区別父母懇談会

１１

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ ・推薦入試
１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ・交通安全講習会（秋） １１／２０
２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８
２９ ３０

１２

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ・前期追再試験：１２／１４－１８
２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ・冬期休業：１２／１９－１／１１
２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・大学冬期休業 １２／２９－１／５

１

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ ・後期授業再開：１／１２－ ・センター試験
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ・後期授業終了：１／２５
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ・後期定期試験：１／２６－２／８ ・前期入試
３１

２

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・臨床見学（２／９、１０、１２）
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ・後期追再試験：２／１９－２６ ・後期入試
２８

３

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ ・後期Ｂ入試
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・進級判定会議：３月中旬 ・学位記・卒業証書授与式 ３／２０
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
２８ ２９ ３０ ３１

２０２０年度 リハビリテーション科学部 教務日程 教
務
日
程

３
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は、休日（祝祭日・振替休日等含む）

は、夏期・冬期大学休業日

は、授業期間

は、試験期間

日 月 火 水 木 金 土
第２学年

関連行事
理学療法学科 作業療法学科 言語聴覚療法学科

４

１ ２ ３ ４ ・前期ガイダンス：４／１ ・宿泊オリエンテーション ４／９－１０
５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ ・教科書販売：４／１－ ・入学式 ４／１１
１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ ・前期授業開始：４／２－
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ・宿泊オリエンテーション：４／９－１０ ・健康診断 ４／２３－５／１
２６ ２７ ２８ ２９ ３０

５

１ ２ ・仮進級者試験：原則（Ⅴ・Ⅵ講時）
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ ・交通安全講習会（春） ５／１５
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ・防火訓練 ５／２１
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
３１

６

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・九十九祭 ６／２０－２１
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ＊振替休講日（九十九祭） ６／２２
２８ ２９ ３０

７

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ・前期授業終了：７／２２
２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・前期定期試験：７／２７－３１

８

１ ・夏期休業：８／１－２３
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ・海外語学研修 ８／８－２２
９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ ・前期追再試験：８／２４－２８ ・大学夏期休業 ８／１３－１６
１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ・後期ガイダンス：８／２８
２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ・特別キャリアデザイン講座：８／２９
３０ ３１ ・後期授業開始：８／３１－

９

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ ・献体慰霊式：９／１８
１３ １４ １５ ◇１６１７ １８ １９ ◇９／１６（水）：月曜日科目開講日 ・防災訓練 ９／１７
２０ ２１ ２２ ２３ ◇２４２５ ２６ ◇９／２４（木）：火曜日科目開講日
２７ ２８ ２９ ３０

１０

１ ２ ３ ＊開学記念日 １０／１０
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ＊当別キャンパス全館停電 １０／１１
１１ １２ １３ １４ １５ ◇１６１７ ◇１０／１６（金）：月曜日科目開講日 ＊振替休講日（開学記念日） １０／１２
１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ・ＡＯ入試
２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・地区別父母懇談会

１１

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ ・推薦入試
１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ・交通安全講習会（秋） １１／２０
２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８
２９ ３０

１２

１ ２ ３ ４ ５ ・OSCE［評価学実習］：１２／－
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ・後期授業終了：１２／１８
２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ・後期定期試験［PT・OT］：１２／２１－２５（３学科合同科目を含む）
２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・冬期休業：１２／２６－１／１７ ・大学冬期休業 １２／２９－１／５

１

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ ・センター試験
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ・後期追再試験［PT・OT］：１／１８－２６（３学科合同科目を含む）
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ・後期定期試験［ST］：１／２７－２／２ ・前期入試
３１

２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ・評価実習（旧カリ）
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ ２／１－２６（４Ｗ）
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・臨床実習Ⅱ
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２／１７－３／２（２Ｗ） ・後期追再試験［ＳＴ］：２／２２－２６ ・後期入試
２８

３

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ ・後期Ｂ入試
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・進級判定会議：３月中旬 ・学位記・卒業証書授与式 ３／２０
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
２８ ２９ ３０ ３１

教
務
日
程

４

ｅｒｖｅｒ／医療大学　授業計画／リハビリテーション科学部／令和２年度／令和２年度／００３～００６　教務日程  2020.03.09 17.36.47  Page 4 



は、休日（祝祭日・振替休日等含む）

は、夏期・冬期大学休業日

は、授業期間

は、試験期間

日 月 火 水 木 金 土
第３学年

関連行事
理学療法学科 作業療法学科 言語聴覚療法学科

４

１ ２ ３ ４ ・前期ガイダンス：４／１ ・宿泊オリエンテーション ４／９－１０
５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ ・教科書販売：４／１－ ・入学式 ４／１１
１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ ・前期授業開始：４／２－
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ・健康診断 ４／２３－５／１
２６ ２７ ２８ ２９ ３０

５

１ ２ ・仮進級者試験：原則（Ⅴ・Ⅵ講時）
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ ・交通安全講習会（春） ５／１５
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ・防火訓練 ５／２１
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
３１

６

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
１４ １５ １６ １７ ◇１８１９ ２０ ◇６／１８（木）：月曜日科目開講日 ・九十九祭 ６／２０－２１
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ◇２６２７ ◇６／２６（金）：水曜日科目開講日 ＊振替休講日（九十九祭） ６／２２
２８ ２９ ３０

７

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ・前期授業終了：７／２２
２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・前期定期試験：７／２７－３１

８

１ ・夏期休業：８／１－２３
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ・海外語学研修 ８／８－２２
９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ ・大学夏期休業 ８／１３－１６
１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ・前期追再試験：８／２４－２８
２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ・後期ガイダンス：８／２８
３０ ３１ ・後期授業開始：８／３１－

９

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
１３ １４ １５ ◇１６１７ １８ １９ ◇９／１６（水）：月曜日科目開講日 ・防災訓練 ９／１７
２０ ２１ ２２ ２３ ◇２４２５ ２６ ◇９／２４（木）：火曜日科目開講日
２７ ２８ ２９ ３０

１０

１ ２ ３ ・後期授業（前半）終了：１０／９ ＊開学記念日 １０／１０
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ・後期授業（後半）開始［PT・ST］：１０／１３－ ＊当別キャンパス全館停電 １０／１１
１１ １２ １３ １４ １５ ◇１６１７ ◇１０／１６（金）：月曜日科目開講日 ・総合臨床実習Ⅰ ＊振替休講日（開学記念日） １０／１２
１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ １０／１２－１２／１１（９Ｗ） ・ＡＯ入試
２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・地区別父母懇談会

１１

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ・OSCE［総論Ⅱ］：１１／－
８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ ・推薦入試
１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ・交通安全講習会（秋） １１／２０
２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ・OSCE
２９ ３０ ［理学療法治療学総合演習］：１１／－

１２

１ ２ ３ ４ ５ ・キャリアガイダンス［PT］：１２月
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ ・基礎実習
１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ・後期授業終了［PT］：１２／１８ Ⅰ期 １２／７－１８（２Ｗ）
２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ・後期定期試験［PT］：１２／２１－２５ Ⅱ期 １／６－２０（２Ｗ）
２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・冬期休業：１２／２６－１／５ ・大学冬期休業 １２／２９－１／５

１

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ・臨床実習Ⅲ ・後期授業（後半）開始
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １／６－２／１６（６Ｗ）［OT］：１／６－ ・センター試験
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ・前期入試
３１ ・キャリアガイダンス［OT・ST］：１月

２

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ ・後期授業終了［OT］：２／５
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・後期定期試験［OT・ST］：２／８－１２
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ・後期追再試験：２／２６－３／４ ・後期入試
２８

３

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ ・後期Ｂ入試
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・進級判定会議：３月中旬 ・学位記・卒業証書授与式 ３／２０
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
２８ ２９ ３０ ３１
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は、休日（祝祭日・振替休日等含む）

は、夏期・冬期大学休業日

は、授業期間

は、試験期間

日 月 火 水 木 金 土
第４学年

関連行事
理学療法学科 作業療法学科 言語聴覚療法学科

４

１ ２ ３ ４ ・前期ガイダンス：４／１ ・宿泊オリエンテーション ４／９－１０
５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ ・前期授業開始：４／２－ ・入学式 ４／１１
１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ ・OSCE［総論Ⅲ］：４／１２
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ・健康診断 ４／２３－５／１
２６ ２７ ２８ ２９ ３０

５

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ ・臨床実習Ⅳ ・総合臨床実習Ⅱ ・総合実習 ・交通安全講習会（春） ５／１５
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ５／１１－７／３（８Ｗ） ５／１１－７／１０（９Ｗ） Ⅰ期 ５／１１－７／１７（１０Ｗ） ・防火訓練 ５／２１
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ Ⅱ期 ６／２９－９／４（１０Ｗ）
３１

６

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・九十九祭 ６／２０－２１
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ＊振替休講日（九十九祭） ６／２２
２８ ２９ ３０

７

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５
２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・国試対策講義［PT・OT］：７／２７－３１、８／３

８

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ・海外語学研修 ８／８－２２
９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ ・大学夏期休業 ８／１３－１６
１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ・臨床実習Ⅴ
３０ ３１ ８／２４－９／１１（３Ｗ）

９

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ・後期ガイダンス［OT・ST］：９／７ ・後期授業開始［OT・ST］：９／８－ ・防災訓練 ９／１７
２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ・後期ガイダンス［PT］：９／１８
２７ ２８ ２９ ３０ ・後期授業開始［PT］：９／２３－

１０

１ ２ ３ ・就職相談会：１０／２ ＊開学記念日 １０／１０
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ＊当別キャンパス全館停電 １０／１１
１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ ＊振替休講日（開学記念日） １０／１２
１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ・国試ガイダンス［ST］：１０月下旬 ・ＡＯ入試
２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・地区別父母懇談会

１１

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ・国試ガイダンス［PT・OT］：１１月上旬
８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ ・推薦入試
１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ・国試願書提出［ST］：１１月中旬 ・交通安全講習会（秋） １１／２０
２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８
２９ ３０

１２

１ ２ ３ ４ ５ ・国試願書提出［PT・OT］：１２月上旬 ・卒業試験①［ST］：１２月上旬
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９
２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ・後期授業終了［PT・OT］：１２／２５
２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ・冬期休業：１２／２６－１／５ ・大学冬期休業 １２／２９－１／５

１

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ・後期定期試験［PT・OT］：１／６－８ ・卒業試験②［ST］：１月上旬
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ ・センター試験
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ・後期授業終了［ST］：１／２２ ・卒業試験③［ST］：１月下旬
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ・後期追再試験［PT・OT］：１／２７－２８ ・前期入試
３１

２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ・卒業判定［ST］国試受験票配布［ST］：２月上旬
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・国家試験［ST］：２月中旬
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ・卒業判定［PT・OT］国試受験票配布［PT・OT］：２月中旬 ・後期入試
２８ ・国家試験［PT・OT］：２月下旬

３

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ ・後期Ｂ入試
１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ・学位記・卒業証書授与式 ３／２０
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
２８ ２９ ３０ ３１

教
務
日
程

６
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２０２０年度 リハビリテーション科学部 授業時間割
＜前 期＞

時

間

割

７
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間

割

８
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時

間

割

９
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２０２０年度 リハビリテーション科学部 授業時間割
＜後 期＞

時

間

割

１０
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オフィスアワー

・オフィスアワーとは

教員が特定の曜日・時間をあらかじめ定め、学生からの授業に関する質問や学生生活、

進路などの相談に個別に応じるため研究室等で待機している制度です。面談を希望する場

合は、各教員の日時を確認の上、利用してください。

１．オフィスアワーの時間帯は、研究室を訪ねる際に事前の予約は必要ないです。

２．オフィスアワーの時間以外でも研究室への来訪を受け付けている教員もいるので、

E-mailなどで問い合わせてください。

３．複数の学生が同時に利用することもあるため、授業の前後やE-mailなどで事前予約

をすると確実です。

４．オフィスアワーに設定している時間帯であっても、会議や出張などで在室できない

場合があります。

※前期は４月、後期は１０月にオフィスアワーを確定し、詳細を本学HPや掲示などで周知します。

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー

１３
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履修登録（各学期の始めに手続きを完了）

70％以上

受 験

合格

合格 合格

欠 席

試験欠席届の提出＊ 1
有 無

有 無 有 無
追試験受験手続き＊ 3再試験受験手続き＊ 2

不合格

授業出席率

定期試験

追試験・再試験
受験手続き

成績評価・
試験欠席届

再試験

成績評価

追試験・再試験
欠席受験

追試験
欠席

＊ 5＊ 4 ＊ 6

受験

単位未修得 単位未修得

履修無効

単位
修得

単位修得

失　格

70％未満

不
合
格

不
合
格

履修登録から単位修得まで＜フローチャートⅠ＞

＊１）試験終了後１週間
以内に提出

＊２）試験日２日前まで
に手続きを完了
［１科目２，０００円］

＊３）試験日２日前まで
に手続きを完了
［無料］

＊４）評点は６０点（評価は
『可』）

＊５）定期試験時の評点
＊６）評点を０点

進級の基準（リハビリテーション科学部履修規程 p.１９～２１）

◎履修した全ての必修科目が合格（単位修得）の場合………………………………… 進 級
◎必修科目（実習科目を除く）のうち、

不合格科目数が２０％を超えない場合…………………………… 仮進級
（但し、第４学年への仮進級は認めない。）

◎必修科目（実習科目を除く）のうち、
不合格科目数が２０％を超える場合……………………………… 留 年

◎実習科目が不合格、必修科目に失格・履修無効がある場合………………………… 留 年

履
修
登
録
〜

単
位
修
得
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単位修得 単位未修得

合格　③

仮進級者試験　①②

前年度未修得科目
選択科目　⑤

再履修

単位修得へ

必修科目

不合格　④

仮進級の場合の単位修得＜フローチャートⅡ＞

☆追試験・再試験の手続き方法等

定期試験を欠席した場合には追試験、定期試験が不合格だった場合には再試験が実施され
ます。

≪履修登録から単位修得まで＜フローチャートⅠ＞を併せて参照してください。≫

①試験欠席届 正当な理由によりやむを得ず定期試験を欠席した場合は、試験終了後１
週間以内に必要書類（診断書、公共交通機関発行の遅延証明書など）を
添付の上でリハビリテーション科学課に届け出が必要です。届け出がな
い場合、その科目は「履修無効」となります。

②追試験 定期試験を欠席し、その理由が正当と認められた場合に実施され、受験
手続きが必要です。（受験料：無料）また、正当な理由と認められない場
合は、追試験は受験できなくなり、その科目の評価は０点となります。

③再試験 定期試験の結果、不合格（６０点未満）となった場合に実施され、受験手
続きが必要です。（受験料：１科目２，０００円）

④履修無効 定期試験を欠席し、試験終了後１週間以内に「試験欠席届」の提出がな
い場合、その授業科目は「履修無効」となります。

⑤受験手続き 追試験、再試験を受験するには、その科目の試験日の２日前までに受験
申込手続きを完了してください。
◎再試験受験手続き＜証明書自動発行機 １科目２，０００円＞
◎追試験受験手続き＜リハビリテーション科学課窓口 無料＞

①仮進級者に対して仮進級者試
験を行います。

②受験手続きは試験日の２日前
（土日祝日は除く）までに完
了してください。
＜１科目：２，０００円＞

③評価は「可」となります。
④不合格の場合は、次年度の仮
進級者試験を再度受験するこ
とになります。

⑤選択科目の仮進級者試験は行
いません。単位修得を希望す
る場合は再履修することにな
り、フローチャートⅠと同様
です。

履
修
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単
位
修
得
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区分 全学教育科目 専門教育科目

最低必要単位数 必修１８単位 選択１０単位
１０４単位

小計 ２８単位

合計 １３２単位（卒業要件）

区分 全学教育科目 専門教育科目

最低必要単位数 必修２０単位 選択８単位
１０６単位

小計 ２８単位

合計 １３４単位（卒業要件）

区分 全学教育科目 専門教育科目

最低必要単位数 必修１６単位 選択１１単位
１００単位

小計 ２７単位

合計 １２７単位（卒業要件）

区分 全学教育科目 専門教育科目

最低必要単位数 必修１９単位 選択８単位
１０１単位

小計 ２７単位

合計 １２８単位（卒業要件）

区分 全学教育科目 専門教育科目

最低必要単位数 必修１９単位 選択８単位
１０１単位

小計 ２７単位

合計 １２８単位（卒業要件）

区分 全学教育科目 専門教育科目

最低必要単位数 必修１６単位 選択１１単位
１０６．５単位

小計 ２７単位

合計 １３３．５単位（卒業要件）

卒業に必要な単位数

◆ 単位とは

その授業の学習目標を達成したことの証拠となるものです。
授業に出席するだけではなく、予習と復習を行い、定期試験やレポートなどで所定の成果が得ら
れて初めて単位を得た（修得した）ことになります。なお、予習と復習の学習内容については、シ
ラバスの「学習の準備」欄に具体的に記載してあったり、担当教員から指示があります。
卒業のために必要な単位数は学部・学科ごとに定められています。自分がこれまで何単位を修得
しているか、卒業するためにはどの分野の科目を何単位修得すればよいかなどを把握しておくこと
が重要です。
本学の１授業時間は、８０分です。１５回の授業に予習と復習を合わせて２単位となることが基本で
すが、１．５単位であったり、また語学や演習科目、実験科目などは１単位となる場合があります。

２０２０年度第１・２学年適用 ２０２０年度第３・４学年適用

理学療法学科 理学療法学科

作業療法学科 作業療法学科

言語聴覚療法学科 言語聴覚療法学科

◆ 授業科目の履修について

◎学期の初めに、単位を修得しようとする科目について、所定の期日までに手続きを行わなければ
なりません。
◎履修登録した科目は一切の変更を認めません。
◎履修登録した科目以外の履修は認められません。
◎各学年において履修する授業科目及び単位数は、配当学年内に履修、修得することを原則としま
す。
◎リハビリテーション科学部は学科ごとに授業科目及び履修要件が異なっています。所属する学科
の開講科目と開講年次に留意の上、履修してください。

履修については履修規程を熟読の上、履修登録を行ってください。

学
部
の
特
色

単
位
数
・

注

意

点
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◆音楽療法士（２種）コースについて

音楽療法士称号取得資格についてはコース制となっています。
コースへの登録については、下記の手続き等が必要となりますので、十分注意の上、時期や提

出物等の間違いがないようにしてください。

○コース定員 原則として８名上限

○履修要件 １）音楽療法士（２種）養成コースで学ぶ意思が明確であること
２）コースを履修するには、どの学年においても仮進級者ではないこと
３）コース登録以降の学年進行において、留年もしくは仮進級となった場合

には、コース登録を取り止めとすること

○手続きの流れ

（注１）選択方法については１年次からガイダンスで説明する。
（注２）音楽療法士（２種）コースを希望する学生は、下記の科目を該当学年（１年次）におい

て履修することが必要である。
〔コース必修科目〕 〔学科必修科目〕
・音楽理論（１年前期） ・作業療法技術学演習Ⅰ（１年後期）
・文化人類学（１年前期） ・コミュニケーション実践論（１年前期）
・ソルフェージュ（１年後期） ・リハビリテーション概論（１年前期）
・器楽（鍵盤）（１年後期） ・多職種連携入門（１年前期）
・心理学（１年後期） ・生物学（１年前期）

・英語Ａ（１年前期）
・医学概論（１年前期）
・医療倫理（１年後期）
・生命科学（１年後期）

学年 時期 内容

１年次 ４月 音楽療法士養成コース説明会、履修相談期間

９月 音楽療法士養成コース説明会、志願理由書の配布

９月～１１月 履修相談期間

１２月初旬 志望理由書提出

１月中旬 面接・実技試験の実施

３月 決定・発表

２年次 ４月 コース学生を対象とした説明会

作業療法学科における履修に関する注意点

単
位
数
・

注

意

点
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区分 授業科目 授業題目
配当
年次

単位数

コース必修 OT学科必修

（
１８
単
位
）

音
楽
に
関
す
る
分
野

理論に関する科目群
（４単位）

音楽理論 １前 ２

人間と文化 文化人類学（全学選択科目） １前 ２

実技に関する科目群
（１４単位）

ソルフェージュ １後 ２

器楽（鍵盤） １後 ２

器楽（弦） ２前 ２

伴奏法 ２前 ２

合唱 ３前 ２

アンサンブル ３後 ２

即興演奏 ４後 ２

音楽療法に関する分野
（８単位）

作業療法技術学演習Ⅰ １後 １

音楽療法（OT選択科目） ３前 １

音楽療法各論（OT選択科目） ３前 １

音楽療法各論Ⅱ ３後 ２

音楽療法総合演習 ４後 ３

（
１２
単
位
）

音
楽
療
法
の
関
連
分
野

教育に関する科目群（２単位以上）
基礎ゼミナール コミュニケーション実践論 １前 ２

教育相談（カウンセリング） ４後 １

福祉に関する科目群（２単位以上）
障がい者当事者論 ２前 １

日常生活援助学Ｉ ２後 １

医学・看護に関する科目群
（２単位以上）

医学概論 １前 １

リハビリテーション概論 １前 ２

精神医学Ⅰ ２前 ２

心理に関する科目群（２単位以上）
人間と思想 心理学（全学選択科目） １後 ２

臨床心理学 ２後 １

音楽療法実習（３単位）
＊事前・事後指導１単位を含む

総合臨床実習Ⅱ ４前 ８

「音楽療法士（２種）の称号の授与規定」
第３条の３項に規定する教養関連科目

（１２単位）
＊外国語コミュニケーション２単位と

情報処理２単位を含む

多職種連携 多職種連携入門 １前 ２

医療倫理 医療倫理 １後 ２

自然科学入門
生命科学 １後 ２

生物学 １前 ２

統計学 基礎統計学 ２前 ２

英語Ⅰ 英語Ａ １前 １

英語Ⅱ、初修外国語

英語Ⅱ、中国語、韓国語、フランス語、
ドイツ語から一つ選択
（ＯＴ卒業要件：語学４単位以上修得す
ること）

１後
２前・後
のいづれ
か

１

総計 ２８ ３１

◆音楽療法士（２種）コース

学
部
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特
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（目的）
第１条 この規程は、北海道医療大学学則（以下「学則」という。）第３３条に定めるリハ

ビリテーション科学部学生の履修方法等について、必要な事項を定める。
（履修）
第２条 授業科目の所定の授業時間数の７０％以上に出席し、試験等を受験した者は当該授

業科目を履修したものとする。
（修得）
第３条 前条に定める履修の要件を満たし、試験等の結果、当該授業科目の評価が可以上

の成績に認定された者は当該授業科目を修得したものとする。
（失格）
第４条 この規程において失格とは、第２条に定める当該授業科目への出席が７０％未満

で、試験を受験する資格がないことをいう。
（授業科目）
第５条 各学年において履修する授業科目は、配当学年内に修得することを原則とする。

２ 在籍する学年より下級学年に配当されている授業科目を履修することは、支障の
ない限り許可されるが、上級学年に配当されている授業科目を履修することはでき
ない。

（コース制）
第６条 作業療法学科には次に掲げる履修コースを置くものとする。

� 作業療法学科
音楽療法士コース（定員８名）

２ この規定に定めるものの他、当該コース制における登録及び履修方法等について
必要な事項は別に定める。

（履修手続）
第７条 授業科目を履修するには、学期の始めに、当該学期に履修しようとする授業科目

について、指定された期間内に履修届をリハビリテーション科学課に提出し、履修
登録をしなければならない。
２ 前項に定める手続きを行わない者は、当該学期に当該授業科目を履修することは
できない。
３ 履修登録した授業科目の変更、追加、取り消しは認めない。
４ 卒業の要件として修得すべき単位数について、１年間に履修登録することができ
る単位数の上限は、原則として４８単位とする。ただし、編入学生についてはこの限
りではない。

（試験）
第８条 履修登録した授業科目の単位修得のために試験を行う。

２ 試験には、定期試験、追試験、再試験及び仮進級者試験がある。ただし、授業科
目により、その他随時諸種の試験等を行うことがある。
３ 次の各号のいずれかに該当する者は試験を受験することができない。
� 前条に定める履修登録をしていない者
� 失格となった者
� 試験開始時間に２０分を超えて遅参した者
� 学生証を所持しない者
� 授業料、その他納入金を所定の期日までに完納していない者
４ 試験日程及び時間割等は、別に定める。

（定期試験）

リハビリテーション科学部履修規程
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第９条 定期試験は各学期末に行う。
（試験欠席届）
第１０条 前条に定める定期試験を欠席した者は、当該授業科目の試験終了後、１週間以内

に試験欠席届をリハビリテーション科学課に提出しなければならない。この場合、
当該試験欠席届には、欠席の事由により、次の各号に定める書類を添付しなければ
ならない。
� 疾病による場合
医師の診断書（受験できなかった事由、期間が記載されているもの）

� 交通事故の場合
警察署の事故証明書又は交通機関の管理者の事故・遅延等の証明書（ただし、
証明書が発行されない交通機関等の場合は、速やかに申し出ること。）

� 忌引の場合
父母又は保証人の証明書

� その他緊急やむを得ない場合
理由書

２ 前項に定める届出のない者は、受験放棄とみなし、当該授業科目を履修無効とす
る。

３ 第１項の届出における欠席の事由が正当と認められない者は、当該授業科目の評
点を０点とみなし、当該年度における当該授業科目の以後の受験を認めない。

（追試験）
第１１条 追試験とは、前条の届け出における欠席の事由が正当と認められた者に対して行

う試験をいう。
２ 追試験を受験する者は「追試験申込書」を指定の期限までにリハビリテーション
科学課に提出し、手続きを完了しなければならない。

３ 前項に定める受験手続きを完了していない者及び追試験を欠席した者は、原則と
して、当該授業科目の評点を０点とみなし、当該年度における当該授業科目の以後
の受験を認めない。

（再試験）
第１２条 再試験とは、定期試験の結果が６０点未満の者に対して行う試験をいう。
２ 再試験を受験する者は、「再試験申込書」に受験料（１科目２，０００円）を添えて、
指定の期限までにリハビリテーション科学課に提出し、手続きを完了しなければな
らない。

３ 再試験における成績の評価は、可（６０点）以下とする。
４ 第２項に定める受験手続きを完了していない者及び再試験を欠席した者は、原則
として、当該授業科目の成績は定期試験時の評点とし、当該年度における当該授業
科目の以後の受験を認めない。

（試験中の不正行為）
第１３条 試験中に不正行為をした者及び試験監督者の指示に従わなかった者には、即時試

験場から退場を命じ、以後の受験を停止し、学則第４４条に基づき懲戒する。
２ 前項の不正行為をした者は当該授業科目並びに当該試験期間中の受験該当授業科
目全科目の評点を０点とみなす。

（受験心得）
第１４条 受験心得については、別に定める。
（進級判定）
第１５条 進級の判定は、学年末に教授会において行う。
（進級・仮進級）
第１６条 当該学年に配当されている必修科目をすべて修得した者は、進級とする。

２ 当該学年に配当されている必修科目（実習科目を除く）の合計のうち２０％を超え
ない不合格科目数の場合は、仮進級とすることができる。ただし、実習科目が不合
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格、または必修科目が失格・履修無効となった者は、原則として仮進級できない。
３ 第４学年への仮進級は認めない。

（仮進級者試験）
第１７条 仮進級者試験とは、仮進級者に対して当該不合格必修科目について行う試験をい

う。
２ 仮進級者試験での不合格科目は、その年度の不合格科目数に加算する。
３ 仮進級者試験は、第１２条の「再試験」を読み替えて準用する。
４ 前項の規定にかかわらず、教授会で適当と認められた者は仮進級とする場合があ
る。

（留年）
第１８条 第１６条に定める進級または仮進級の条件を満たさない者は、留年とする。
２ 留年した者は、当該学年に配当されている必修の不合格科目及び失格・履修無効
となった科目を再履修しなければならない。

（臨床実習の履修資格）
第１９条 次の各号に定める要件を満たした者に対し、臨床実習の履修資格を与える。

� 理学療法学科
ア 臨床実習Ⅲは、第３学年前期までに配当されている必修科目を全て修得した
者。

� 作業療法学科
ア 総合臨床実習Ⅰは、第１学年のリハビリテーション基盤科目および作業療法

専門科目の必修科目を全て修得し、かつ、第２学年のリハビリテーション基
盤科目の必修科目のうち未修得科目が２科目以下、作業療法専門科目の必修
科目のうち未修得科目が１科目以下の者。なお、判定は第３学年の仮進級試
験後に行う。

� 言語聴覚療法学科
ア 基礎実習は、第３学年前期までに配当されている必修科目をすべて修得した
者。ただし、編入学生についてはこの限りではない。

（補則）
第２０条 この規程に定めのない事項は、教授会で決定する。
（改廃）
第２１条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学部長が決定する。

附 則
この規程は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則
１ この規程は、平成２６年４月１日から施行し、平成２６年度入学生から適用する。
２ 平成２５年４月１日以前に入学した者が平成２６年４月１日以後に１年次に入学した者
と同一学年となった場合にはこの規程を適用する。
附 則

この規程は、平成２７年１０月１日から施行する。
附 則

１ この規程は、平成２９年４月１日から施行する。
２ 改正後の規程は、平成２９年４月１日現在で在籍する学生にも適用する。
附 則

この規程は、平成２９年５月１０日から施行する。ただし、改正後の第１７条は、平成２９年度
入学生から適用する。

附 則
この規程は、平成３１年４月１日から施行する。
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リハビリテーション科学部作業療法学科のコース制の履修方法等に関する細則
（目的）
第１条 この細則は、リハビリテーション科学部履修規程（以下「履修規程」という）第

６条に定める作業療法学科の履修コースについて、必要な事項を定める。
（コース制）
第２条 作業療法学科に、次に掲げる履修コース（以下「コース」という。）を置くもの

とする。
音楽療法士コース

（国家試験受験資格及び称号取得資格）
第３条 作業療法学科において取得可能な国家試験受験資格及び称号取得資格は、次に掲

げるとおりである。
作業療法士国家試験受験資格
音楽療法士（２種）称号取得資格（全国音楽療法士養成協議会認定）
２ 音楽療法士（２種）称号を取得するためには、音楽療法士コースに登録し、当該
コースで開設する科目の履修及び単位修得が必要である。

（コース登録手続）
第４条 音楽療法士コースに登録するには、１年次開講の音楽療法士コース必修科目を履

修し、かつ、所定の申請手続きを取らなければならない。
２ 前項に定める登録手続きについては、所定の申請用紙を１年次後期の指定する期
限までに提出しなければならない。

３ 所定の申請用紙にて登録希望を申し出た学生を対象として、学科より選出した教
員によって１年次後期終了時に選考を行う。なお、コース登録には仮進級者ではな
いことを必須条件とする。

４ 選考結果は、教務委員会において承認し、教務委員会は最終結果を教授会に報告
する。

５ 選考結果に基づきコース登録が認められた学生は、定められた履修費を指定する
期日までに納めるものとする。納入した履修費はいかなる場合も返還しない。

６ コースの登録後の取止めについては、コース担当教員と相談の上、所定の辞退届
を提出する。

（コース登録学生数の制限）
第５条 音楽療法士コースに登録できる学生数は、原則として８名を上限とする。
（編入学生の取扱）
第６条 編入学生がコース登録するには、所定の手続きを取らなければならない。

２ コース登録を希望する学生は、所定の用紙を入学時に提出し、学科より選出した
教員によって選考を行う。

３ 選考の結果は、教務委員会において承認し、教務委員会は最終結果を教授会に報
告する。

（コース履修の条件）
第７条 コースを履修するには、どの学年においても仮進級者ではないことを必須条件と

する。
２ コース登録以降の学年進行において、留年もしくは仮進級となった場合には、コ
ース登録を取り止めとし、第４条第６項に基づく手続きを取るものとする。

（その他）
第８条 コースの履修に関する事項については、この細則に定めるもののほか、北海道医

療大学学則、リハビリテーション科学部履修規程の定めるところによる。
（改廃）
第９条 この細則の改廃は、教授会の議を経て学部長が決定する。
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附 則
この細則は、平成３１年４月１日から施行する。
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学科名 募集年次 募集定員

理学療法学科 ２年次 ５名

作業療法学科 ２年次 ５名

言語聴覚療法学科 ３年次 １０名

リハビリテーション科学部編入学に関する規程

（趣旨）
第１条 この規程は、北海道医療大学学則第２５条第２項に規定するリハビリテーション科

学部の編入学について、必要事項を定めるものとする。
（年次及び定員）
第２条 編入学の募集年次及び募集定員は、次のとおりとする。

（出願資格）
第３条 編入学を志願する者は、次に掲げる出願資格のいずれかを満たしていなければな

らない。
� 理学療法学科
ア 大学を卒業または卒業見込みの者
イ 大学に２年以上在学し、６２単位以上を修得または修得見込みの者
ウ 短期大学を卒業または卒業見込みの者
エ 専修学校（修業年限２年以上の専門課程、修了必要総授業時間数１，７００時間以

上）を卒業または卒業見込みの者
� 作業療法学科
ア 大学を卒業または卒業見込みの者
イ 大学に２年以上在学し、６２単位以上を修得または修得見込みの者
ウ 短期大学を卒業または卒業見込みの者
エ 専修学校（修業年限２年以上の専門課程、修了必要総授業時間数１，７００時間以

上）を卒業または卒業見込みの者
� 言語聴覚療法学科
ア 大学を卒業または卒業見込みの者
イ 大学に２年以上在学し、６２単位以上を修得または修得見込みの者
ウ 医療技術系短期大学を卒業または卒業見込みの者
エ 医療技術系専修学校（修業年限２年以上の専門課程、修了必要総授業時間数
１，７００時間以上）を卒業または卒業見込みの者

２ 前項第３号ウ、エに規定する 医療技術系とは、看護・臨床検査・診療放射線・
理学療法・作業療法・臨床工学・言語聴覚・歯科衛生等の各分野とする。

（出願手続）
第４条 編入学を志願する者は本学が指定する書類に入学検定料を添えて、所定の期日ま

でに提出しなければならない。
（選考試験）
第５条 前条の編入学志願者については別の定めるところにより選考試験を実施する。
（入学許可）
第６条 編入学の入学許可は、選考試験を実施のうえ、リハビリテーション科学部教授会

の議を経て、学長がこれを行う。
（入学許可の取消し）
第７条 前条により編入学を許可された者が、卒業できなかった場合には、入学許可を取

消す。
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（単位：単位数）

言語聴覚士
資格

全学教育科目 言語聴覚学
総合教育

言語聴覚学
基盤教育

言語聴覚
障害学教育 小計

合計
必修
科目

選択
科目

必修
科目

選択
科目

必修
科目

選択
科目

必修
科目

選択
科目

必修
科目

選択
科目

無資格者 １４ ＊ ＊ ＊ ＊ １４ ２９ ４３
有資格者 ６ ５ ６ ３０ ２３ ６５ ５ ７０

※有資格者について、資格取得見込み者を含む。
※選択科目については、全ての選択科目（＊）の中から２９単位を上限に認定する。

（入学手続）
第８条 編入学を許可された者は、本学が指定した期日までに所定の手続をしなければな

らない。
（単位認定）
第９条 編入学を許可された者の出身学校における既修得単位は、理学療法学科３０単位、

作業療法学科３１単位を上限として認定する。言語聴覚療法学科は、別表１のとおり
とする。
２ 既修得単位の認定については編入学生それぞれについて、出身学校における履
修・修得状況を確認のうえ個別に行なうことがある。

（履修単位）
第１０条 編入学生は、学則第２９条第５項に定められた卒業に必要な単位のうち、前条に基

づいて認定された単位数を除いた単位数以上を履修・修得しなければならない。
２ 履修に関する事項は、別に定める。

（在学年限）
第１１条 編入学生は、理学療法学科および作業療法学科においては６年、言語聴覚療法学

科においては４年を超えて在学することはできない。
（編入学運営委員会）
第１２条 編入学の適正運営を図るため、学部内に編入学運営委員会を置く。

２ 編入学運営委員会に関する事項については、別に定める。
（補則）
第１３条 この規程に定めるもののほか、編入学に関する必要事項は、リハビリテーション

科学部教授会及び評議会の議を経て、学長が定める。
（改廃）
第１４条 この規程の改廃は、リハビリテーション科学部教授会及び評議会の議を経て、学

長が定める。
附 則

この規程は、平成２５年５月９日から施行する。
附 則

この規程は、平成２９年４月１日から施行し、平成２９年度入学生から適用する。

別表１（第９条関係）
言語聴覚療法学科

履
修
規
程

２５
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区 分 授 業 科 目 授 業 題 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

全
学
教
育
科
目

導 入 科 目
基礎ゼミナール コミュニケーション実践論 ２ ３０
文章指導 日本語の表現 ２ ３０

教 養 科 目

人間と思想
心理学 ２ ３０

２単位以上修得科学技術社会と倫理 ２ ３０
哲学入門 ２ ３０

人間と文化
文化人類学 ２ ３０

２単位以上修得
日本の文学 ※１ ２ ３０

人間と社会

経済学入門 ※２ ２ ３０

２単位以上修得
医療の法学 ２ ３０
国際社会福祉論 ２ ３０
社会学入門 ２ ３０

健康・運動科学科目 健康・運動科学演習
運動科学演習Ⅰ １ ３０
運動科学演習Ⅱ １ ３０

外 国 語 科 目

英語Ⅰ
英語Ａ １ ３０

４単位以上修得

英語Ｂ １ ３０

英語Ⅱ
英語コミュニケーションＡ １ ３０
英語コミュニケーションＢ １ ３０

初修外国語

中国語 １ ３０
韓国語 １ ３０
フランス語 １ ３０
ドイツ語 １ ３０

情報科学科目
情報処理演習 情報処理演習 １ ３０
統計学 基礎統計学 ２ ３０

自然科学科目 自然科学入門

基礎数理 ２ ３０

６単位以上修得
物理学 ２ ３０
生物学 ２ ３０
化学 ２ ３０
生命科学 ２ ３０

医療基盤科目
多職種連携

多職種連携入門 ２ ３０
多職種連携論 １ ３０
全学連携地域包括ケア実践演習 ２ ３０ 自由選択科目※３

医療倫理 医療倫理 ２ ３０
地域連携 地域包括ケア論 ２ ３０

全学教育科目 合計２８単位以上修得（うち必修１８単位）

区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン
基 礎 科 目

解剖学Ⅰ １ ３０
解剖学Ⅱ １ ３０
解剖学実習 ２ ９０
生理学Ⅰ １ ３０
生理学Ⅱ １ ３０
生理学実習 １ ４５
運動学Ⅰ １ ３０
運動学Ⅱ １ ３０
運動学実習 １ ４５
人間発達学 ２ ３０
医学概論 １ １５
病理学 ２ ３０
整形外科学 ３ ４５
内科学 ３ ４５
神経学 ３ ４５

開 講 科 目
【理学療法学科 全学教育科目（２０２０年度第１・２学年適用）】

※１ 環境の歴史→日本の文学（授業題目の変更 ２０２０．４．１～）
※２ 医療の経済学→経済学入門（授業題目の変更 ２０２０．４．１～）
※３ 自由選択科目：卒業必要単位数には含めない。

【理学療法学科 専門教育科目（２０２０年度第１・２学年適用）】

開
講
科
目

理
学
療
法
学
科
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン
基 礎 科 目

高次脳機能障害学 １ １５
小児科学 ２ ３０
精神医学Ⅰ ２ ３０
精神医学Ⅱ ２ ３０
リハビリテーション医学 ２ ３０
臨床心理学 １ １５
薬理学 １ １５
公衆衛生学 １ １５
栄養学 １ １５
リハビリテーション概論 ２ ３０
社会保障制度論 １ １５
障がい者当事者論 １ ３０
積雪寒冷地の生活と諸問題 １ ３０
医療数学入門 １ １５
医療物理入門 １ １５
医療生物入門 １ １５

理 学 療 法
専 門 科 目

理学療法概論 ２ ３０
理学療法管理・運営論 １ １５
理学療法研究法 ２ ３０
医療コミュニケーション １ ３０
理学療法基礎評価学Ⅰ ２ ６０
理学療法基礎評価学Ⅱ ２ ６０
画像評価学 １ １５
物理療法学 ２ ６０
運動療法学Ⅰ １ ３０
運動療法学Ⅱ １ ３０
義肢装具学Ⅰ １ ３０
義肢装具学Ⅱ １ ４５
日常生活動作学Ⅰ １ ３０
日常生活動作学Ⅱ １ ３０
骨関節障害理学療法学 ３ ４５
骨関節障害理学療法学演習 ２ ６０
神経障害理学療法学 ３ ４５
神経障害理学療法学演習 ２ ６０
発達障害理学療法学 ２ ３０
発達障害理学療法学演習 ２ ６０
内部障害理学療法学Ⅰ ２ ３０
内部障害理学療法学Ⅱ １ １５
内部障害理学療法学演習 ２ ６０
理学療法特講Ⅰ（徒手療法論） １ ３０
理学療法特講Ⅱ（ニューロリハビリテーション） １ ３０
理学療法特講Ⅲ（スポーツ障害） １ ３０
理学療法特講Ⅳ（急性期内部障害） １ ３０
理学療法特講Ⅴ（超音波画像解析） １ ３０
国際協力と理学療法 １ １５
地域理学療法学 ２ ３０
地域理学療法学演習 １ ３０
生活環境論 １ １５
臨床実習Ⅰ １ ４５
臨床実習Ⅱ ２ ９０
臨床実習Ⅲ ７ ３１５
臨床実習Ⅳ ８ ３６０
臨床実習Ⅴ ２ ９０
理学療法総合講義 １ ３０
理学療法研究セミナーⅠ ２ ６０
理学療法研究セミナーⅡ ２ ６０

専門教育科目 合計１０４単位以上修得
理学療法学科 合計１３２単位（必修１２２単位・選択１０単位）以上修得

開
講
科
目

理
学
療
法
学
科
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

全
学
教
育
科
目

導 入 科 目
基礎ゼミナール（コミュニケーション実践論） １ ３０
文章指導（日本語の表現） １ ３０

教 養 科 目

人間と思想（心理学） ２ ３０

６単位以上修得

人間と思想（死生学入門） ２ ３０
人間と思想（哲学入門） ２ ３０
人間と社会（医療の経済学） ２ ３０
人間と社会（医療の法学） ２ ３０
人間と社会（国際社会福祉論） ２ ３０
人間と文化（文化人類学） ２ ３０
人間と文化（環境の歴史） ２ ３０
人間と文化（国際文化比較論） ２ ３０
自然と科学（生命科学） ２ ３０

健康・運動科学科目 健康・運動科学演習（運動科学演習） ２ ３０ ３０

外 国 語 科 目

英語Ⅰ（オーラル・イングリッシュＡ） １ ３０

４単位以上修得

英語Ⅰ（オーラル・イングリッシュＢ） １ ３０
英語Ⅱ（英語Ａ） １ ３０
英語Ⅱ（英語Ｂ） １ ３０
中国語（中国語） １ ３０
韓国語（韓国語） １ ３０
フランス語（フランス語） １ ３０
ドイツ語（ドイツ語） １ ３０

情報科学科目
情報処理演習（情報処理演習） １ ３０
統計学（基礎統計学） ２ ３０

自然科学科目

自然科学入門（基礎数理） １ ３０

５単位以上修得
自然科学入門（物理学） ２ ３０
自然科学入門（生物学） ２ ３０
自然科学入門（化学） ２ ３０

医療基盤科目

個体差健康科学（個体差健康科学） ２ ３０
医療倫理（医療倫理） ２ ３０
地域連携（地域包括ケア演習） １ ３０
地域連携（メディカルカフェをつくるⅠ） １ ３０
多職種連携（多職種連携論） １ ３０
多職種連携（全学連携地域包括ケア実践演習） ２ ３０ 自由選択科目※

全学教育科目 合計２７単位以上修得（うち必修１９単位）

区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン
基 盤 科 目

解剖学Ⅰ １ ３０
解剖学Ⅱ １ ３０
解剖学実習 １ ６０
生理学Ⅰ １ ３０
生理学Ⅱ １ ３０
生理学実習 １ ６０
運動生理学 １ ３０
運動学Ⅰ １ ３０
運動学Ⅱ １ ３０
運動学実習 １ ６０
老年学 １ １５
人間発達学 １ １５
医学概論 １ １５
病理学 １ １５
整形外科学 ２ ３０
内科学 ２ ３０
神経学 ２ ３０
小児科学 １ １５
精神医学 ２ ３０
病態運動学 １ ３０
高次脳機能障害学 １ １５

【理学療法学科 全学教育科目（２０２０年度第３・４学年適用）】

※自由選択科目：卒業必要単位数には含めない。

【理学療法学科 専門教育科目（２０２０年度第３・４学年適用）】

開
講
科
目

理
学
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法
学
科
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン
基 盤 科 目

臨床心理学 １ １５
薬理学 １ １５
公衆衛生学 １ １５
栄養学 １ １５
リハビリテーション概論 ２ ３０
保健医療福祉論 １ １５
障がい者当事者論 １ ３０
作業療法概論 ２ ３０
作業適用学 ２ ３０
積雪寒冷地の生活と諸問題 １ １５ １５

理 学 療 法
専 門 科 目

理学療法概論 ２ ３０
基礎理学療法学 ２ ３０
理学療法管理・運営論 １ １５
理学療法研究法 ２ ３０
理学療法英文原著読解 ２ ３０ ３０
医療コミュニケーション １ ３０
理学療法基礎評価学Ⅰ ２ ３０ ３０
理学療法基礎評価学Ⅱ ２ ３０ ３０
理学療法評価学総合演習 １ ３０
画像診断学 １ １５
物理療法学 ２ ６０
運動療法学Ⅰ １ ３０
運動療法学Ⅱ １ ３０
義肢装具学Ⅰ １ ３０
義肢装具学Ⅱ １ ３０
日常生活動作学Ⅰ １ ３０
日常生活動作学Ⅱ １ ３０
骨関節障害理学療法学 ２ ３０
骨関節障害理学療法学演習 ２ ６０
神経障害理学療法学 ２ ３０
神経障害理学療法学演習 ２ ６０
発達障害理学療法学 ２ ３０
発達障害理学療法学演習 ２ ６０
内部障害理学療法学 ２ ３０
内部障害理学療法学演習 ２ ６０
理学療法治療学総合演習 １ ３０
スポーツ障害理学療法論 １ ３０
ハンドセラピー １ １５
神経筋促通治療論 １ １５
徒手療法論 １ ３０
リハビリテーション工学 １ １５
地域理学療法学 ２ ３０
地域理学療法学演習 １ ３０
生活環境論 １ １５
国際協力と理学療法 ２ ３０
健康増進と理学療法 １ １５
障害者スポーツ指導論 １ ３０
臨床実習Ⅰ １ ４５
臨床実習Ⅱ ２ ９０
臨床実習Ⅲ ６ ２７０
臨床実習Ⅳ ８ ３６０
臨床実習Ⅴ ３ １３５
理学療法総合講義 １ ３０
理学療法研究セミナーⅠ ２ ３０ ３０
理学療法研究セミナーⅡ ２ ６０

自由選択科目 音楽療法 １ １５ 自由選択科目※
専門教育科目 合計１０１単位以上修得

理学療法学科 合計１２８単位（必修１２０単位・選択８単位）以上修得

※自由選択科目：卒業必要単位数には含めない。

開
講
科
目

理
学
療
法
学
科

４１
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考

音楽療法士
コース１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 履修 単位

リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン
基 礎 科 目

解剖学Ⅰ １ ３０
解剖学Ⅱ １ ３０
解剖学実習 ２ ９０
生理学Ⅰ １ ３０
生理学Ⅱ １ ３０
生理学実習 １ ４５
運動学Ⅰ １ ３０
運動学Ⅱ １ ３０
運動学実習 １ ４５
人間発達学 ２ ３０
医学概論 １ １５ ● １
病理学 ２ ３０
整形外科学 ３ ４５
内科学 ３ ４５
神経学 ３ ４５
高次脳機能障害学 １ １５
小児科学 ２ ３０
精神医学Ⅰ ２ ３０ ● ２
精神医学Ⅱ ２ ３０
リハビリテーション医学 ２ ３０
臨床心理学 １ １５ ● １
薬理学 １ １５
公衆衛生学 １ １５
栄養学 １ １５

区 分 授 業 科 目 授 業 題 目
単位数

開講年次・時間数
備 考

音楽療法士
コース１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 履修 単位

全
学
教
育
科
目

導 入 科 目
基礎ゼミナール コミュニケーション実践論 ２ ３０ ● ２
文章指導 日本語の表現 ２ ３０

教 養 科 目

人間と思想
心理学 ２ ３０

２単位以上
修得

○ ２
科学技術社会と倫理 ２ ３０
哲学入門 ２ ３０

人間と文化
文化人類学 ２ ３０ ２単位以上

修得
○ ２

日本の文学 ※１ ２ ３０

人間と社会

経済学入門 ※２ ２ ３０
２単位以上
修得

医療の法学 ２ ３０
国際社会福祉論 ２ ３０
社会学入門 ２ ３０

健康・運動科学科目 健康・運動科学演習
運動科学演習Ⅰ １ ３０
運動科学演習Ⅱ １ ３０

外 国 語 科 目

英語Ⅰ
英語Ａ １ ３０

４単位以上
修得

● １
英語Ｂ １ ３０

英語Ⅱ
英語コミュニケーションＡ １ ３０ ● １
英語コミュニケーションＢ １ ３０

初修外国語

中国語 １ ３０
韓国語 １ ３０
フランス語 １ ３０
ドイツ語 １ ３０

情報科学科目
情報処理演習 情報処理演習 １ ３０
統計学 基礎統計学 ２ ３０ ● ２

自然科学科目 自然科学入門

基礎数理 ２ ３０

６単位以上
修得

物理学 ２ ３０
生物学 ２ ３０ ● ２
化学 ２ ３０
生命科学 ２ ３０ ● ２

医療基盤科目
多職種連携

多職種連携入門 ２ ３０ ● ２
多職種連携論 １ ３０
全学連携地域包括ケア実践演習 ２ ３０ 自由選択科目※３

医療倫理 医療倫理 ２ ３０ ● ２
地域連携 地域包括ケア論 ２ ３０

全学教育科目 合計２８単位以上修得（うち必修２０単位）

【作業療法学科 全学教育科目（２０２０年度第１・２学年適用】 ●：学科必修 ○：音楽療法士コース必修
◎：音楽療法士コース限定必修

※１ 環境の歴史→日本の文学（授業題目の変更 ２０２０．４．１～）
※２ 医療の経済学→経済学入門（授業題目の変更 ２０２０．４．１～）
※３ 自由選択科目：卒業必要単位数には含めない。

【作業療法学科 専門教育科目（２０２０年度第１・２学年適用）】

開
講
科
目

作
業
療
法
学
科

４２
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考

音楽療法士
コース１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 履修 単位

リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン
基 礎 科 目

リハビリテーション概論 ２ ３０ ● ２
社会保障制度論 １ １５
障がい者当事者論 １ ３０ ● １
積雪寒冷地の生活と諸問題 １ ３０
医療数学入門 １ １５
医療物理入門 １ １５
医療生物入門 １ １５

作 業 療 法
専 門 科 目

作業療法概論 ２ ３０
職業倫理・管理学 １ １５
作業療法技術学演習Ⅰ １ ３０ ● １
作業療法技術学演習Ⅱ １ ３０
作業療法研究法 １ １５
評価学概論 １ １５
身体機能評価学Ⅰ ２ ６０
身体機能評価学Ⅱ １ ３０
画像評価学 １ １５
精神系評価学 １ ３０
発達系評価学 １ ３０
評価学実習 ２ ９０
日常生活援助学Ⅰ １ ３０ ● １
日常生活援助学Ⅱ １ ３０
身体障害作業療法学 ２ ６０
身体障害作業療法学実習Ⅰ １ ４５
身体障害作業療法学実習Ⅱ １ ４５
精神障害作業療法学 ２ ６０
精神障害作業療法学実習 １ ４５
発達障害作業療法学 １ ３０
発達障害作業療法学演習 １ ３０
老年期障害作業療法学Ⅰ １ ３０
老年期障害作業療法学Ⅱ １ ３０
高次脳機能障害作業療法学 １ １５
高次脳機能障害作業療法学演習 １ ３０
義肢装具学 １ ３０
作業適用学演習 １ ３０
音楽療法 １ １５ ○ １
音楽療法各論 １ １５ ○ １
ハンドセラピー １ １５
呼吸リハビリテーション学 １ １５
地域作業療法学 ２ ３０
地域作業療法学演習 １ ３０
就業援助論 １ １５
臨床見学 １ ４５
評価実習 ５ ２２５
総合臨床実習Ⅰ ８ ３６０
総合臨床実習Ⅱ ８ ３６０ ● ８
作業療法学総合講義 １ ３０
作業療法研究セミナーⅠ ２ ６０
作業療法研究セミナーⅡ ２ ６０

専門教育科目 合計１０６単位以上修得
作業療法学科 合計１３４単位（必修１２６単位・選択８単位）以上修得

音楽療法士コース

音楽理論 ２ ３０ ◎ ２
ソルフェージュ ２ ６０ ◎ ２
器楽（鍵盤） ２ ６０ ◎ ２
器楽（弦） ２ ６０ ◎ ２
伴奏法 ２ ６０ ◎ ２
合唱 ２ ６０ ◎ ２
アンサンブル ２ ６０ ◎ ２
即興演奏 ２ ６０ ◎ ２
教育相談（カウンセリング） １ １５ ◎ １
音楽療法各論Ⅱ ２ ３０ ◎ ２
音楽療法総合演習 ３ ９０ ◎ ３

音楽療法士コース履修者は、専門教育科目 合計１３０単位（作業療法学科１０８単位以上＋音楽療法士コース科目２２単位）以上修得 ２２
音楽療法士コース 合計１５８単位（必修１５０単位・選択８単位）以上修得

開
講
科
目

作
業
療
法
学
科
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

全
学
教
育
科
目

導 入 科 目
基礎ゼミナール（コミュニケーション実践論） １ ３０
文章指導（日本語の表現） １ ３０

教 養 科 目

人間と思想（心理学） ２ ３０

６単位以上修得

人間と思想（死生学入門） ２ ３０
人間と思想（哲学入門） ２ ３０
人間と社会（医療の経済学） ２ ３０
人間と社会（医療の法学） ２ ３０
人間と社会（国際社会福祉論） ２ ３０
人間と文化（文化人類学） ２ ３０
人間と文化（環境の歴史） ２ ３０
人間と文化（国際文化比較論） ２ ３０
自然と科学（生命科学） ２ ３０

健康・運動科学科目 健康・運動科学演習（運動科学演習） ２ ３０ ３０

外 国 語 科 目

英語Ⅰ（オーラル・イングリッシュＡ） １ ３０

４単位以上修得

英語Ⅰ（オーラル・イングリッシュＢ） １ ３０
英語Ⅱ（英語Ａ） １ ３０
英語Ⅱ（英語Ｂ） １ ３０
中国語（中国語） １ ３０
韓国語（韓国語） １ ３０
フランス語（フランス語） １ ３０
ドイツ語（ドイツ語） １ ３０

情報科学科目
情報処理演習（情報処理演習） １ ３０
統計学（基礎統計学） ２ ３０

自然科学科目

自然科学入門（基礎数理） １ ３０

５単位以上修得
自然科学入門（物理学） ２ ３０
自然科学入門（生物学） ２ ３０
自然科学入門（化学） ２ ３０

医療基盤科目

個体差健康科学（個体差健康科学） ２ ３０
医療倫理（医療倫理） ２ ３０
地域連携（地域包括ケア演習） １ ３０
地域連携（メディカルカフェをつくるⅠ） １ ３０
多職種連携（多職種連携論） １ ３０
多職種連携（全学連携地域包括ケア実践演習） ２ ３０ 自由選択科目※

全学教育科目 合計２７単位以上修得（うち必修１９単位）

区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン
基 盤 科 目

解剖学Ⅰ １ ３０
解剖学Ⅱ １ ３０
解剖学実習 １ ６０
生理学Ⅰ １ ３０
生理学Ⅱ １ ３０
生理学実習 １ ６０
運動生理学 １ ３０
運動学Ⅰ １ ３０
運動学Ⅱ １ ３０
運動学実習 １ ６０
老年学 １ １５
人間発達学 １ １５
医学概論 １ １５
病理学 １ １５
整形外科学 ２ ３０
内科学 ２ ３０
神経学 ２ ３０
小児科学 １ １５
精神医学Ⅰ ２ ３０
精神医学Ⅱ ２ ３０
病態運動学 １ ３０

【作業療法学科 全学教育科目（２０２０年度第３・４学年適用）】

※自由選択科目：卒業必要単位数には含めない。

【作業療法学科 専門教育科目（２０２０年度第３・４学年適用）】

開
講
科
目

作
業
療
法
学
科
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン
基 盤 科 目

高次脳機能障害学 １ １５
臨床心理学 １ １５
薬理学 １ １５
公衆衛生学 １ １５
栄養学 １ １５
リハビリテーション概論 ２ ３０
理学療法概論 ２ ３０
基礎理学療法学 ２ ３０
保健医療福祉論 １ １５
障がい者当事者論 １ ３０
積雪寒冷地の生活と諸問題 １ １５ １５

作 業 療 法
専 門 科 目

作業療法概論 ２ ３０
職業倫理・管理学 １ １５
作業療法技術学演習Ⅰ １ ３０
作業療法技術学演習Ⅱ １ ３０
作業療法研究法 １ １５
評価学概論 １ ３０
身体機能評価学Ⅰ １ ３０
身体機能評価学Ⅱ １ ３０
精神機能評価学 １ ３０
発達系評価学 １ ３０
評価学実習 １ ６０
画像診断学 １ １５
日常生活援助学 ２ ３０
日常生活援助学演習 １ １５
身体障害作業療法学 ２ ６０
身体障害作業療法学演習 １ ６０
精神障害作業療法学 ２ ３０
精神障害作業療法学演習 １ ３０
発達障害作業療法学 ２ ３０
発達障害作業療法学演習 １ ３０
老年期障害作業療法学 ２ ３０
老年期障害作業療法学演習 １ ３０
高次脳機能障害作業療法学 ２ ３０
高次脳機能障害作業療法学演習 １ ３０
義肢装具学 ２ ３０
作業適用学 ２ ３０
音楽療法 １ １５
ハンドセラピー １ １５
徒手療法論 １ ３０
呼吸リハビリテーション学 １ １５
神経筋促通治療論 １ １５
園芸療法 １ １５
地域作業療法学 ２ ３０
地域作業療法学演習 １ ３０
リハビリテーション工学 １ １５
就業援助論 １ １５
介護技術方法論 １ １５
臨床見学 １ ４５
評価実習 ４ １８０
総合臨床実習Ⅰ ９ ４０５
総合臨床実習Ⅱ ９ ４０５
作業療法学総合講義 １ ３０
作業療法研究セミナーⅠ ２ ３０ ３０
作業療法研究セミナーⅡ ２ ６０

自由選択科目 音楽療法各論 １ １５ 自由選択科目※
専門教育科目 合計１０１単位以上修得

作業療法学科 合計１２８単位（必修１２０単位・選択８単位）以上修得

※自由選択科目：卒業必要単位数には含めない。
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区 分 授 業 科 目 授 業 題 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

全
学
教
育
科
目

導 入 科 目
基礎ゼミナール コミュニケーション実践論 ２ ３０
文章指導 日本語の表現 ２ ３０

教 養 科 目

人間と思想
心理学 ２ ３０

１科目２単位以
上修得

科学技術社会と倫理 ２ ３０
哲学入門 ２ ３０

人間と文化
文化人類学 ２ ３０
日本の文学 ※１ ２ ３０

人間と社会

経済学入門 ※２ ２ ３０

２科目４単位以
上修得

医療の法学 ２ ３０
国際社会福祉論 ２ ３０
社会学入門 ２ ３０

健康・運動科学科目 健康・運動科学演習
運動科学演習Ⅰ １ ３０
運動科学演習Ⅱ １ ３０

外 国 語 科 目

英語Ⅰ
英語Ａ １ ３０

５単位以上修得

英語Ｂ １ ３０

英語Ⅱ
英語コミュニケーションＡ １ ３０
英語コミュニケーションＢ １ ３０

初修外国語

中国語 １ ３０
韓国語 １ ３０
フランス語 １ ３０
ドイツ語 １ ３０

情報科学科目
情報処理演習 情報処理演習 １ ３０
統計学 基礎統計学 ２ ３０

自然科学科目 自然科学入門

基礎数理 ２ ３０

４単位以上修得
物理学 ２ ３０
生物学 ２ ３０
化学 ２ ３０
生命科学 ２ ３０

医療基盤科目
多職種連携

多職種連携入門 ２ ３０
多職種連携論 １ ３０
全学連携地域包括ケア実践演習 ２ ３０ 自由選択科目※３

医療倫理 医療倫理 ２ ３０
地域連携 地域包括ケア論 ２ ３０

全学教育科目 合計２７単位以上修得（うち必修１６単位）

区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

言 語 聴 覚 学
総 合 教 育

言語聴覚障害学概論 ２ ３０

１１単位以上修得

言語聴覚診断学総論 １ １５
言語聴覚学総論Ⅰ ２ ３０
言語聴覚学総論Ⅱ １ １５
言語聴覚学総論Ⅲ １ １５
言語聴覚学総論Ⅳ ４ ６０
言語聴覚学総論Ⅴ ４ ６０
言語聴覚学総論Ⅵ ２ ３０

【言語聴覚療法学科 全学教育科目（２０２０年度第１・２学年適用）】

※１ 環境の歴史→日本の文学（授業題目の変更 ２０２０．４．１～）
※２ 医療の経済学→経済学入門（授業題目の変更 ２０２０．４．１～）
※３ 自由選択科目：卒業必要単位数には含めない。

【言語聴覚療法学科 専門教育科目（２０２０年度第１・２学年適用）】
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

言 語 聴 覚 学
基 盤 教 育

医療生物入門 １ １５
解剖生理学Ⅰ ２ ６０
解剖生理学Ⅱ ２ ６０
解剖生理学Ⅲ ２ ３０
音声言語聴覚医学 ３ ４５
医学総論 １ １５
公衆衛生学 ２ ３０
病理学 １ １５
内科学 ２ ３０
小児科学 １．５ ２３
耳鼻咽喉科学 ２ ３０
形成外科学 １ １５
精神医学 ２ ３０
神経学 ２ ３０
リハビリテーション医学 ２ ３０
歯科学総論 １ １５
口腔外科学 １ １５
音声学 ２ ３０
言語学 ２．５ ３８
音響学 ３ ４５
言語発達学 ２ ３０
日本語学 ２ ３０
心理言語学 ２ ３０
認知心理学 １．５ ２３
学習心理学 １．５ ２３
発達心理学 １．５ ２３
生理心理学 １．５ ２３
臨床心理学 １．５ ２３
心理測定法 １．５ ２３
リハビリテーション概論 ２ ３０
関係法規 １ １５
社会保障制度論 １ １５
英語論文購読 １．５ ２３

言語聴覚障害学
教 育

失語症学Ⅰ １ １５
失語症学Ⅱ １．５ ２３
高次脳機能障害学 １．５ ２３
言語発達障害学Ⅰ ２ ３０
言語発達障害学Ⅱ ２ ３０
発声発語障害学Ⅰ ２．５ ３８
発声発語障害学Ⅱ ２ ３０
摂食嚥下障害学 ２ ３０
聴覚障害学Ⅰ ２ ３０
聴覚障害学Ⅱ ２ ３０
失語症学演習Ⅰ １ ３０
失語症学演習Ⅱ １ ３０
高次脳機能障害学演習 １ ３０
言語発達障害学演習 ２ ６０
発声発語障害学演習Ⅰ １ ３０
発声発語障害学演習Ⅱ ２ ６０
摂食嚥下障害学演習 １ ３０
聴覚障害学演習Ⅰ １．５ ４５
聴覚障害学演習Ⅱ １．５ ４５
基礎実習 ４ １８０
総合実習 ８ ３６０
研究法 １ ３０
言語聴覚ゼミナールⅠ １ ３０
言語聴覚ゼミナールⅡ １ ３０

１単位以上修得
卒業研究 １ ３０

専門教育科目 合計１００単位以上修得
言語聴覚療法学科 合計１２７単位（必修１１１単位・選択１６単位）以上修得
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

全
学
教
育
科
目

導 入 科 目
基礎ゼミナール（コミュニケーション実践論） １ ３０
文章指導（日本語の表現） １ ３０

教 養 科 目

人間と思想（心理学） ２ ３０

１科目２単位以
上修得

人間と思想（死生学入門） ２ ３０
人間と思想（哲学入門） ２ ３０
人間と文化（文化人類学） ２ ３０
人間と文化（環境の歴史） ２ ３０
人間と文化（国際文化比較論） ２ ３０
人間と社会（社会学入門） ２ ３０

２科目４単位以
上修得

人間と社会（医療の経済学） ２ ３０
人間と社会（医療の法学） ２ ３０
人間と社会（国際社会福祉論） ２ ３０
自然と科学（生命科学） ２ ３０

外 国 語 科 目

英語Ⅰ（オーラル・イングリッシュＡ） １ ３０

５単位以上修得

英語Ⅰ（オーラル・イングリッシュＢ） １ ３０
英語Ⅱ（英語Ａ） １ ３０
英語Ⅱ（英語Ｂ） １ ３０
中国語（中国語） １ ３０
韓国語（韓国語） １ ３０
フランス語（フランス語） １ ３０
ドイツ語（ドイツ語） １ ３０

情報科学科目
情報処理演習（情報処理演習） １ ３０
統計学（基礎統計学） ２ ３０

健康・運動科学科目 健康・運動科学演習（運動科学演習） ２ ３０

自然科学科目

自然科学入門（基礎数理） １ ３０

２単位以上修得
自然科学入門（物理学） ２ ３０
自然科学入門（生物学） ２ ３０
自然科学入門（化学） ２ ３０

医療基盤科目

個体差健康科学（個体差健康科学・多職種連携入門） ２ ３０

５単位以上修得
地域連携（メディカル・カフェをつくるⅠ） １ ３０
地域連携（地域包括ケア演習） １ ３０
医療倫理（医療倫理） ２ ３０
多職種連携（多職種連携論） １ ３０
多職種連携（全学連携地域包括ケア実践演習） ２ ３０ 自由選択科目※

全学教育科目 合計２７単位以上修得（うち必修１６単位）

区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

言 語 聴 覚 学
総 合 教 育

言語聴覚障害学概論 ２ ３０
言語聴覚診断学総論 １ １５
言語聴覚学総論Ⅰ １ １５
言語聴覚学総論Ⅱ １ １５
言語聴覚学総論Ⅲ １ １５
言語聴覚学総論Ⅳ ６ ９０
言語聴覚学総論Ⅴ ２ ３０

【言語聴覚療法学科 全学教育科目（２０２０年度第３・４学年適用）】

※自由選択科目：卒業必要単位数には含めない。

【言語聴覚療法学科 専門教育科目（２０２０年度第３・４学年適用）】
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区 分 授 業 科 目
単位数

開講年次・時間数
備 考１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

言 語 聴 覚 学
基 盤 教 育

基礎人間科学 ４ ６０
解剖生理学 ４ ６０
音声言語聴覚医学 ３ ４５
医学総論 １．５ ２３
公衆衛生学 ２ ３０
遺伝学 １．５ ２３
病理学 １ １５
内科学 ２ ３０
小児科学 ２ ３０
耳鼻咽喉科学 ２ ３０
形成外科学 １ １５
精神医学 １ １５
神経学 １．５ ２３
リハビリテーション医学 １．５ ２３
歯科学総論 １ １５
口腔外科学 １ １５
音声学 ２ ３０
言語学 ２．５ ３８
音響学 ４ ６０
言語発達学 １ １５
日本語学 ２ ３０
神経言語学 ２ ３０
認知心理学 １．５ ２３
学習心理学 １．５ ２３
発達心理学 １．５ ２３
生理心理学 １．５ ２３
臨床心理学 １．５ ２３
心理測定法 １．５ ２３
リハビリテーション概論 ２ ３０
関係法規 １．５ ２３
社会保障制度論 １ １５
社会福祉援助技術論 １ １５

言語聴覚障害学
教 育

失語症学Ⅰ １ １５
失語症学Ⅱ １．５ ２３
高次脳機能障害学 １．５ ２３
言語発達障害学 ２ ３０
言語発達障害学特論 ２ ３０
成人発声発語障害学 ４ ６０
小児発声発語障害学 ２．５ ３８
摂食嚥下障害学 ２ ３０
成人聴覚障害学 ２ ３０
小児聴覚障害学 ２ ３０
失語症学演習Ⅰ １ ３０
失語症学演習Ⅱ １ ３０
高次脳機能障害学演習 １ ３０
言語発達障害学演習 ２ ６０
成人発声発語障害学演習 ２ ６０
小児発声発語障害学演習 １ ３０
摂食嚥下障害学演習 １ ３０
聴覚障害学演習 ３ ９０
基礎実習 ２ ９０
総合実習 １０ ４５０
英語論文講読・研究法 １．５ ４５
言語聴覚ゼミナールⅠ １ ３０
言語聴覚ゼミナールⅡ １ ３０

１単位以上修得
卒業研究 １ ３０

自由選択科目 臨床解剖学 ２ ３０ 自由選択科目※
専門教育科目 合計１０６．５単位以上修得

言語聴覚療法学科 合計１３３．５単位以上修得（必修１２１．５単位・選択１２単位以上）

※自由選択科目：卒業必要単位数には含めない。
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